
数学演習問題

問 1

図で、直線 lは傾きが −1で、x軸と点 Bで交わる。直線mは x軸と点 Bで、y軸と点 Cで交わ
る。
直線 lと直線mの交点を Pとするとき、次の問いに答えなさい。

(1) 直線 lとmの式を求めなさい。
(2) 三角形 PABの面積を求めなさい。

解答欄
(1) l m (2)
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解答

(1) l: y = −x + 2

m: y = 1
2

x + 3

(2) 32
3
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解説

(1) l

傾きが-1なので、一次関数の式 y = ax + bの aに-1を代入して、y = −x + b。
B(2,0)を通るので y = 0、x = 2を代入して、0 = −2 + b。
bについて解いて、b = 2。a = −1、b = 2を一次関数の式 y = ax + bに代入して y = −x + 2

m

直線mは点 A(-6,0)、点 C(0,3)を通るので、一次関数の式 y = ax + bにそれぞれ代入して連立
方程式を立てる。{

0 = −6a + b ... 1⃝
3 = 0a + b ... 2⃝

これを解く。
2⃝より b = 3。
1⃝に代入して解くと a = 1

2
。

よって y = 1
2

x + 3

(2) 三角形の面積を求めるためには底辺の長さと高さを知る必要がある。
△PAB の底辺の長さは 6 + 2 = 8。

高さは点 Pの y座標なので、点 Pの座標を連立方程式で求める。y = −x + 2 ... 1⃝

y = 1
2

x + 3 ... 2⃝

1⃝を 2⃝に代入して、
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−x + 2 = 1
2

x + 3

−x − 1
2

x = 3 − 2

−3
2

x = 1

x = −2
3

1⃝に代入して、

y = −(−2
3

) + 2

= 2
3

+ 2

= 8
3

y = 8
3
より、△PAB の高さは 8

3
。

面積は
(底辺) × (高さ) × 1

2
= 8 × 8

3
× 1

2
= 32

3

https://takumath.com/


